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 要  旨 










遺伝子を受精卵に導入し，誕生させたマウスが transgenic mouse であるかどうかを簡易的に
確認するための手段として，DPOAE計測法が考えられている．そこで，本研究では DPOAEに
よる GJB2 遺伝子変異 transgenic mouse の同定が可能であるかどうかを確認するために，遺伝
子操作を施していない wild type mouse，及び transgenic mouseにおける DPOAEの加齢変化を
調べた．その結果，以下の知見を得た． 
 
（1）wild type miceの DPOAEの出力音圧は生後 9日目から生後 19日目及び 20日目まで発育
と共に上昇しつづけた． 
 
（2）transgenic miceは，生後 28日目まで発育しても DPOAEが殆どみられなかった． 
 
（3）wild type mouseと transgenic mouseの DPOAEの出力音圧の差が明確に生じるのは，生
後16日目以降であり，transgenic mouseの同定は少なくとも生後16日目以降が対象となる． 
 
ただし，生後 13日目から生後 15日目までの wild type mouseの計測個体数が少なく，ばらつき
が顕著にみられ，DPOAEの発育過程がはっきりしていない．その為，生後 16日目より早い時期
に transgenic mouseの同定ができる可能性がある． 
